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世界的な旅行需要の回復が見込まれ、本年３月１６日に北陸新幹線延伸開業、２０２５年

には大阪・関西万博が開催されます。これらの契機を活かし、効果的な誘客による滞在時間

の伸長や消費額の拡大により「稼ぐ力」を高め、当地域の観光関連産業の持続可能な観光地

域づくりを目指すため、本シンポジウムを開催します。 

 

【開催概要】 

１．日時：令和６年２月２９日（木）１４：００～１６：４０（１３：３０受付開始） 

２．開催方式：会場とオンライン併用開催 

３．会場：ウインクあいち  愛知県産業労働センター  ９階  会議室９０２ 

（愛知県名古屋市中村区名駅４丁目４－３８） 

４．主催：中部運輸局、中部経済産業局 

５．協力：一般社団法人中部経済連合会、一般社団法人中央日本総合観光機構 

６．後援：公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会（予定） 

７．プログラム：別紙１のとおり 

８．申込方法：以下「参加申込みフォーム」から、ご登録ください。 

https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/chubu01/20240229_entry 

９．受付期間：～令和６年２月 26 日（月） 

10．定    員 会場 100 名（先着順）、オンライン視聴制限なし 

11．参加費：無料 

 

取材を希望される方は、２月２７日（火）１７：００までに、別紙２の「取材登録票」に記

載のうえ、メールにて事前登録をお願いします。 

 

問い合わせ先 

中部運輸局 観光部 伊藤・竹下 

TEL：052-952-8009 

中部経済産業局 産業部 本多・渡邊 

TEL：052-951-0597 

 持続可能な観光地域づくりシンポジウム 

～2025年大阪・関西万博に向けた中部地域のインバウンド誘致～ 

  

 

令和６年 2 月１３日 
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定例記者懇談会発表 
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https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/chubu01/20240229_entry


持続可能な観光地域づくり

主催／経済産業省中部経済産業局、国土交通省中部運輸局
協力／一般社団法人中部経済連合会、一般社団法人中央日本総合観光機構
後援／公益社団法人2025年日本国際博覧会協会（予定）

お問い合わせ／TEL(052)951-0597

～ 2025年大阪・関西万博に向けた中部地域のインバウンド誘致～

会場／オンライン併用開催

中部経済産業局産業部流通・サービス産業課

シンポジウム
世界的な旅行需要の回復が見込 ま れ 、 本年 3 月 1 6 日 に北陸新幹線延伸開業 、

2 0 2 5年には大阪・関西万博が開催されます。これらの契機を活かし、効果的な誘客に
よる滞在時間の伸長や消費額の拡大によ り 「稼ぐ力 」 を高め、当地域の観光関連産業
の持続可能な観光地域づくりを目指すため、本シンポジウムを開催します。
皆様のご参加をお待ちしております ! !

スケジュール

13:30- 受付開始

14:00- 開会挨拶 中部経済産業局長 寺村 英信

14:05- 基調講演

14:35-

国の取組と今後の展望15:00-

2025年大阪・関西万博に向けた取組

15:20- 休憩

15:30- パネルディスカッション
「持続可能な観光地域づくり」の推進に向けて

16:35- 閉会挨拶 中部運輸局長 金子 正志

サステナブル・ツーリズムの動向と地域の課題

一般社団法人ＪＡＲＴＡ 代表理事 高山 傑 氏

中部経済産業局 産業部長 中川 浩之

中部運輸局 観光部長 太田 吉信

挨拶 一般社団法人中部経済連合会 会長 水野 明久 氏

②中部地域のデータマネジメントの方向性

一般社団法人中央日本総合観光機構
マーケティング部 担当部長 蛯澤 俊典 氏

①2025年大阪・関西万博の最新情報

公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
広報・プロモーション局
上席審議役兼地域・観光部長 波々伯部信彦 氏

募集内容

参加定員 会場100名（先着順）
オンライン視聴制限なし

参加対象 観光関連事業者、DMO、
観光協会、自治体 等

参加費 無料

申込期限 2024年2月26日（月）

申込先 Webフォーム
（下のQRコード）
※申込によって得られた個人
情報は適正に管理し、他の
用途には使用いたしません。

お申込み
サイトにアクセスして
お申込みください

https://mm-enquete-

cnt.meti.go.jp/form/pub/chubu01/202

40229_entry

会場：ウインクあいち
愛知県産業労働センター

９F 会議室 ９０２

コーディネーター
じゃらんリサーチセンター 研究員 松本 百加里 氏
パネリスト
一般社団法人ＪＡＲＴＡ 代表理事 高山 傑 氏
株式会社コラレアルチザンジャパン 代表取締役 山川 智嗣 氏
特定非営利活動法人ＯＲＧＡＮ 理事長 蒲 勇介 氏

開催日 2024年2月2９日（木）

https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/chubu01/20240229_entry
https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/chubu01/20240229_entry
https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/chubu01/20240229_entry


パネルディスカッション 登壇者紹介

高山 傑
一般社団法人JARTA 代表理事

カリフォルニア州立大学海洋学部卒。幼少、学生時代をアメリカで過ごした基盤を活かし、80
か国700都市を滞在・訪問。海外の持続可能な観光をさまざまな観点から体験し学んだ上で、
日本での普及に努め、持続可能な観光の国際基準の策定と評価については日本での第一
人者となる。国内外の活動が認められ、国際的な観光機関の諮問委員や評議員として活躍
中。GSTC選挙委員。グローバルエコツーリズムネットワーク執行理事、アジアエコツーリズムネッ
トワーク理事長、世界観光機関(UNWTO)アジア太平洋センター内サスティナブルツーリズム
センター諮問委員。観光庁持続可能な観光ガイドラインアドバイザー、株式会社スピリット・オ
ブ・ジャパン・トラベル代表取締役、他。

TAKAYAMA Masaru

山川 智嗣
株式会社コラレアルチザンジャパン 代表取締役

富山県生まれ。明治大学理工学部建築学科卒業。カナダ留学経て、2009 年中国上海へ、
建築設計事務所MADA s.p.a.m. Shanghai に於いて馬清運氏に師事、チーフデザイ
ナーとして多くの公共建築、商業建築に携わる。2017年より日本一の木彫刻のまち富山県
南砺市井波にて「お抱え職人文化を再興する」をコンセプトに、ものづくり職人と新たな価値を
創造するクリエイティブ集団・コラレアルチザンジャパンを運営。日本初の職人に弟子入りできる
宿「Bed and Craft」をプロデュースするなどクリエイティブディレクターとしても活躍している。グッ
ドデザイン賞( 岩佐十良審査員特別賞)、東京メトロ銀座線駅デザインコンペティション優秀
賞、職人を生かした多角的な観光まちづくりの画期的なモデルとして第7回ジャパンツーリズムア
ワード「観光庁長官賞」受賞等、受賞歴多数。

YAMAKAWA Tomotsugu

蒲 勇介
特定非営利活動法人ORGAN 理事長

岐阜県郡上市生まれ。2003年より岐阜市を中心とした長良川流域のまちづくりに携わり、長
良川の恵みが美濃和紙や岐阜和傘・提灯などの伝統工芸を生み出すという物語に出会う。
2011年より体験観光イベント「長良川おんぱく」を実施し流域ネットワークを形成。2018年
度より観光庁日本版DMO法人に登録。長良川ブランドを生かした水うちわ、岐阜和傘など
伝統工芸品の商品開発や販売など、地域商社としても活動中。長良川流域文化の後継者
育成に取り組み、2021年度岐阜和傘が経済産業省伝統的工芸品に登録。2022年、流
域の伝統産業振興が評価され（公社）日本観光振興協会による産業観光まちづくり大賞
で金賞(最高賞)を受賞。一般社団法人オンパク理事長。

KABA Yusuke

松本 百加里
株式会社リクルート じゃらんリサーチセンター 研究員

2011年からリクルートにて旅行領域の自治体におけるプロモーション設計、イベント企画、クリ
エイティブ制作などディレクターとして活動。その後、宿泊事業社向け業務支援サービスの調査、
着地型旅行体験や飲食店のインバウンド領域における商品開発を経て、2018年よりインバウ
ンドに対する研究に従事。「海外旅行ニーズ調査」「インバウンド旅行者の需要創造メカニズム
研究」「統合的デジタルマーケティング研究」「インバウンド旅行者を誘客促進するためのサステ
ナブルツーリズム研究」「インバウンド都道府県ポジショニング研究」など。上級ウェブ解析士。各
地域での講演や書籍の執筆活動も行う。

MATSUMOTO Yukari
コーディネーター

パネリスト

パネリスト

パネリスト

会場までのアクセス

会場 ウインクあいち９F 会議室 ９０２
URL https://www.winc-aichi.jp/access/
住所 〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4-38

●JR名古屋駅桜通口から ミッドランドスクエア方面 徒歩5分
●ユニモール地下街 5番出口から 徒歩2分
●名駅地下街サンロードから：ミッドランドスクエア、
マルケイ観光ビル、名古屋クロスコートタワーを経由 徒歩8分

●JR新幹線口から 徒歩9分



 

 

 

持続可能な観光地域づくりシンポジウム 

～2025 年大阪・関西万博に向けた中部地域のインバウンド誘致～   

取材要領 

○開催日時・場所 

・令和６年２月２９日（木）１４：００～１６：４０（１３：３０受付開始） 

・会場：ウインクあいち 愛知県産業労働センター ９階 会議室９０２ 

（愛知県名古屋市中村区名駅４丁目４－３８） 

 

○受付 

・受付時間：シンポジウム開始１５分前までに受付にお立ち寄りください。 

・受付場所：ウインクあいち 愛知県産業労働センター ９階 会議室９０２ 受付 

  

○撮影可能時間 

・１４：００～１６：４０ 

 

○取材申込 

・別添｢取材登録票｣により、事前にメールにてお申し込みください。 

 

〇その他 

・当日の取材にあたっては、会場への入退室、カメラ撮りのタイミングなど現場の 

 係員の指示に従ってください。 

・受付でお名刺を頂戴します。 

・取材される方は、必ず自社腕章及び ID カード等ともにご着用ください。 

   

○お問い合わせ先 

・中部運輸局 観光地域振興課長 伊藤 

     担当：竹下     

電話：052-952-8009（直通） 

中部経済産業局 流通・サービス産業課長 本多 

     担当：渡邊     

電話：052-951-0597（直通） 

 

 

別紙２ 



 

 

 
 

取材登録票 

会社名：           支局名：           

 

代表取材者氏名 連絡先（携帯番号） 

  

E-mail アドレス： 

取材者氏名 
属性 

（記者、ムービー（カメラマン、アシスタント）、スチールカメラマン他） 

  

  

  

 

 

 

 

 

※取材要領の変更がある場合、メールまたは携帯番号に連絡いたしますので、記載漏れの

ないようご注意ください。 

 

 

 

申 込 締 切：令和６年２月２７日（火）１７：００ 

メール宛先： cbt-kankouchiiki@gxb.mlit.go.jp 
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